
　　　　

令和7 年 1 月 29 日

平日
休業日等

13
8

時
時

00
30

分から
分から

17
17

時
時

30
30

分まで
分まで

あり なし

健康・生活

運動・感覚
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言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・充実したサービスを提供することにより安心できる環境づくりをサポートする。
・「地域に根ざしたサービス」、「まごのてからトータルケアを」という精神のもと、サービスの充実と質の向上を図り、地域の活性化に貢献します。
・まごのて本来の家庭的なサービスをより多くの方に提供します。

事業所名 まごっち(児童発達支援) 作成日    支援プログラム

・状況を認知しやすいように環境を整え、不安やストレスなく過ごすことができるように支援します。
・様々な感覚を活用し、必要な情報を収集しながら認知機能の発達を促します。
・認知の偏りを把握し、特性への配慮を行いながら適切な言動を取ることができるように支援します。
・色や数字、様々な感覚の概念の獲得を図り、様々な活動を通して興味や関心の幅を拡げることができるように支援します。

・遊びや様々な活動を通して多くの言語に触れる機会を作ります。
・集団活動を通して他者とのやり取りの場を提供し、相手の表情や言葉の意図を理解したり、自分の考えや思いを伝える経験を積んでいきます。
・具体的な物事や体験と言葉の意味を結びつけながら言語の習得を図ります。絵カードやサイン等も用いながらコミュニケーションの幅を拡げていきます。
・ひらがなや数字などの基礎的な文字への興味関心を拡げていきます。

・安心して過ごせる環境づくりと思いに寄り添った声掛け、関わりを通して良好な関係を築けるように支援します。
・遊びや活動を通して他者との関わりの経験を積んでいきます。
・見通しを立てることで自分の気持ちに折り合いをつける経験を積んでいきます。
・集団生活、活動を通してルールや順番を守ったり協調した関わりが持てるように支援します。

支援方針

・子どもたちのことを一番に考え、子どもの可能性を見付けて伸ばします。
・子どもたちの笑顔があふれる施設にします。
・子どもたちが「ただいま」と笑顔で安心して帰れる場所にします。
・子どもの権利を守り、尊重します。
・自分たちも「あずけたい」と思えるような施設にします。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・お誕生日会　　　　　　　　　　・節分、ひな祭り、クリスマス等の季節ごとのイベント
・進級・進学お祝い会　　　　　　・クッキング
・全事業所合同での秋祭り　　　　・事業所内でのレストラン体験、駄菓子屋さん体験

家族支援

・連絡帳や送迎時に随時情報提供を行うとともに、定期的に面談を行い不安や
困りごとへの相談援助を行います。 移行支援

・幼稚園や保育園、学校や関連の医療・福祉施設との情報交換や担当者会
議を行い、包括的に支援を行える環境を作り、支援します。

地域支援・地域連携

・保育所との合同行事、高齢者施設への訪問、事業所全体での秋祭りを通して
地域や様々な世代・環境の方々との交流の機会を提供しています。 職員の質の向上

・毎月の事業所会議実施
・全事業所合同での管理者会議の実施
・定期的な社内研修・外部研修への参加

支　援　内　容

・健康管理に留意し、小さな変化を見逃さないよう細やかに観察を行います。
・食事、睡眠、排泄等の基本的な生活リズムを身に付けることができるよう誘導や支援を行い、自分で出来ることを少しずつ伸ばしていきます。
・身辺処理(靴や衣服の着脱、荷物の出し入れや整理など)を習慣化できるように支援します。
・その日の流れやイベント時等の普段と異なる状況の説明などは口頭のみではなく視覚支援等も行いながら分かりやすい方法で伝え、不安なく過ごせるように支援します。
・利用者様やご家族から生活面での課題を伺い、個別支援として取り組みます。

・動作の基本となる姿勢保持やバランス、運動機能の把握をし、身体全体をつかった粗大運動を取り入れながら楽しく身体の使い方を学び、身体機能の維持向上を図ります。
・遊びや活動を通して様々な感覚に刺激を与え、感覚を養いながら、環境との相互作用によって充実感や安心感が得られる経験を積んでいきます。
・集団活動や制作活動、個別活動において、視覚・聴覚・触覚等の感覚を活用しながら手指を使った巧緻動作を取り入れ、動作能力の向上を図り、身支度や食事、書字等の身辺動作につ
ながる支援を行います。
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